
平 成 2 8 年 1 2 月 1 4 日 
気象庁地球環境・海洋部 

 

季節予報、特に2週間先までの予測
情報の改善にむけて 
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季節予報の種類と内容 

1か月        3か月         6か月   

異常天候早
期警戒情報 

1か月 
予報 

３か月 
予報 

暖・寒候期
予報 

1週 

１週 ２週 3・4週 

１か月（４週）平均 

２か月目 １か月目 ３か月目 

３か月平均 

３か月平均 
（夏・冬） 

2週 毎週月・木曜日 

毎週木曜日 

毎月25日頃 

2/25頃 
9/25頃 

※ 3/25, 4/25, 10/25頃見直し 

１．2週間先までの予測情報 

（日本海側のみ） 

発表日 

4 



季節予報の発表対象地域 

 北海道地方は、日本海側、オホーツク海側、太平洋側に細分 
 東北地方、近畿地方、中国地方は、日本海側、太平洋側に細分 

例）１か月予報（１か月平均気温） 
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１．2週間先までの予測情報 



２週間先までの情報 
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異常天候早
期警戒情報 

1週 2週 発表：毎週月・木曜日 

異常天候早期警戒情報 

5日～14日先に発現する極端な低温、高温、大雪を予測し、事前の準備、対策に役立てる
ための情報 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 

発表日 
    対象期間 

（この中の7日間平均気温） 

気温が「かなり高い」または「かなり低い」確率が30％以上、      
降雪量が「かなり多い」確率が30％以上で発表 

１．2週間先までの予測情報 



各階級の予測確率 超過確率、確率密度分布 

・地点ごとに「かなり低い」～「かなり高
い」の気温の各階級の予測確率を時系列で
表示 
・任意の気温閾値（右上の例は平均気温
15℃以下）に対する確率を時系列で表示 

＜高度利用者向けページ＞ 
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２週間先までの情報 
１．2週間先までの予測情報 
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2週間先までの予測情報の活用の現状について、
ご紹介いただきます。 
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現状 

異常天候早期警戒情報の利活用状況と課題 
２．２週間先までの予測情報の改善 

農業分野をはじめとして、予測データの応用利用が進んでいる。 

例）水稲の冷害・高温障害の軽減に資する農作物警戒情報 

  アパレル産業分野における在庫管理、売り場面積調整等 

   （利用者との対話を通じて） 

 予測対象期間が５日より手前になると警戒を呼びかけられない 

 要素の追加の要望（平均気温に加えて、最高・最低気温の提供） 

 7日間平均ではピークがわかりづらい（時間分解能が粗い） 

利用者のニーズに応えるよう、情報を拡充する 10 

背景 

 予測技術の進展 

課題 

最近の2週目気
温の発表予報と
結果（関東甲信
地方）2016 年 



2週間先までの気温の情報（現状） 
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２．２週間先までの予測情報の改善 

5日先～14日先 
（異常天候早期警戒情報） 

翌日～7日先（週間天気予報） 最近の実況（日々の値） 



  

新しい情報 

利便性向上に向けた改善案（１） 
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7日前から7日先 8日先以降
平年より「かなり高い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり高い」となる見込み（50%以上）

平年より「高い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり高い」となる可能性がある日（30～50%）
「平年並」の気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり低い」「かなり高い」の確率が30％未満と予測される日
平年より「低い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり低い」となる可能性がある日（30～50%）
平年より「かなり低い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり低い」となる見込み（50%以上）

２．２週間先までの予測情報の改善 

・シームレス 
・毎日発表 
・時間分解能の向上 

九州北部地方
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新しい情報 

利便性向上に向けた改善案（２） 
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7日前から7日先 8日先以降
平年より「かなり高い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり高い」となる見込み（50%以上）

平年より「高い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり高い」となる可能性がある日（30～50%）
「平年並」の気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり低い」「かなり高い」の確率が30％未満と予測される日
平年より「低い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり低い」となる可能性がある日（30～50%）
平年より「かなり低い」気温が観測された日、予測される日 5日間平均が平年より「かなり低い」となる見込み（50%以上）

２．２週間先までの予測情報の改善 
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・シームレス 
・毎日発表 
・時間分解能の向上 
・地点 
・最高・最低 



  

新しい情報 

利便性向上に向けた改善案（３） 
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２．２週間先までの予測情報の改善 

7月 8月
24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
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重大な健康被害につながる熱中症の危険性を周知 



2016年９月の例 

15 

２．２週間先までの予測情報の改善 

発
表
日 

実際の気温経過（東京） 

発
表
日 



活用イメージ 
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めっきり涼しく
なったからそろそ
ろ鍋物の品揃えに

変えるか 

冷たいものも用意
出来るようにして
おきましょう。 

秋冬ものは今週に
がんばらないと 

来週も冷房の電
力消費が大きい
かもしれないぞ 

２．２週間先までの予測情報の改善 

電力業界 アパレル・ファション業界 

食品小売り業界 

待ってください！ 
今週中頃から気温が
上がって来週もまだ

暑そうです。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjm7q2396nPAhUCFZQKHRnRBFsQjRwIBw&url=http://01.gatag.net/tag/%E4%BC%9A%E8%AD%B0%EF%BC%88%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%EF%BC%89/?ssort%3D_dpi-pm%26sdir%3Ddesc&bvm=bv.133700528,d.dGo&psig=AFQjCNGsxvXeZVPLNHB1hbnQWPyNh0l-zQ&ust=1474872751582009


各階級の予測確率 超過確率、確率密度分布 

・地点ごとに「かなり低い」～「かなり高
い」の気温の各階級の予測確率を時系列で
表示 
・任意の気温閾値（右上の例は平均気温
15℃以下）に対する確率を時系列で表示 

＜高度利用者向けページ＞ （現在と同様のサービスを継続） 

17 

２週間先までの情報 

○最高・最低気温の情報を追加 
○毎日更新 

２．２週間先までの予測情報の改善 
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2週間先までの予測情報の改善について議論します 
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アンサンブル予報システムの改善⇒予測精度の向上 

20 

３．季節予報の将来 

2016年 

１か月アンサンブル予報システ
ム（EPS）の改良（最新の大気
モデルの採用、高解像度化、ｱﾝ
ｻﾝﾌﾞﾙﾒﾝﾊﾞｰ数の増加）により、
予測精度は着実に向上している。 

大気ﾓﾃﾞﾙ改善 
ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ技
術改善 

大気海洋結合ﾓ
ﾃﾞﾙ技術の利用 

アンサンブル
予報システム

の改善 

予測精度の向上 
予測の不確実
性の表現改善 

海面水温の影
響の推定改善 

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 
技術 
の改善 

2000年 

予 

測 

精 

度 低 

高 

予報 
発表日 

 発表予報（％） 
 低   並   高 

結果（℃） 
平年差 

11/17 40 40 20 0.4 

11/10 10 40 50 0.0 

11/3 20 40 40 1.1 

10/27 20 50 30 -2.0 

10/20 50 40 10 -1.3 

10/13 10 30 60 0.7 

10/6 20 40 40 2.2 

9/29 20 40 40 0.0 

9/22 10 20 70 3.4 

9/15 10 20 70 3.2 

9/8 20 50 30 0.0 

9/1 10 30 60 0.8 

8/25 10 20 70 2.1 

8/18 20 30 50 -0.5 

8/11 10 20 70 0.8 

１か月平均北半球500hPa高度のアノマリー相関係数 
最近の2週目気温の発表予報と結
果（関東甲信地方）2016 年 
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利用者との対話⇒ニーズの把握 

予測データの公開 ニーズの把握 

気候情報利活用セミナー 

農業普及指導員
向けセミナー 

ニーズに応えた情報提供 

３．季節予報の将来 

札幌で15℃以下に
なる確率の推移 
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気象サービスの充実⇒産業界での一層の活用 

気象サービス
の充実 

ユーザーのニーズに応じてカスタマイズした情報の提供 

共同調査に
よる活用 
事例創出 

予報技術
講習会な
どの開催 

３．季節予報の将来 



季節予報の将来展望 

24 

３．季節予報の将来 

対話を通じた
ニーズの把握 

産業界で一層活用される季節予報 

気象庁から提供するユーザーのニーズに応えた情報 

ユーザーのニーズ
に応じてカスタマ
イズした情報 

気象庁から提供する
季節予報 

アンサンブル予報シ
ステムの改善による
予測精度の向上 

気象サービスの充実 

気象ビジネスの創出 



（日本海側のみ） 

発表日 

季節予報の種類と内容 

異常天候早
期警戒情報 

1か月 
予報 

３か月 
予報 

暖・寒候
期予報 

1週 

１週 ２週 3・4週 

１か月（４週）平均 

２か月目 １か月目 ３か月目 

３か月平均 

３か月平均 
（夏・冬） 

2週 
毎週月・木曜日 

毎週木曜日 

毎月25日頃 

2/25頃 
9/25頃 

※ 3/25, 4/25, 10/25頃見直し 

1か月        3か月         6か月   

種類と内容について情報の充実に努める 
○よりきめ細かく（時間・空間） 
○より先まで、より高頻度に（毎月６か月先までなど） 
○予報要素の追加 

（現行） 

（将来） 
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３．季節予報の将来 

（将来） 



熱中症の危険日は
いつから･･･ 

26 

季節予報を利用した社会 

来年の夏です
が・・・ 

確率40％なの
で･･･ 

確率40％なら･･･ 

平野部は、山間部
は･･･ 

台風の発生が多い
可能性が･･･ 

日射量は、太陽光
発電は･･･ 

夏に入る前に気温
が高いから･･･ 

去年と比べる
と････ 

３．季節予報の将来 

ビール指数は･･ 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjm7q2396nPAhUCFZQKHRnRBFsQjRwIBw&url=http://01.gatag.net/tag/%E4%BC%9A%E8%AD%B0%EF%BC%88%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0%EF%BC%89/?ssort%3D_dpi-pm%26sdir%3Ddesc&bvm=bv.133700528,d.dGo&psig=AFQjCNGsxvXeZVPLNHB1hbnQWPyNh0l-zQ&ust=1474872751582009
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続いて、将来展望について議論します 


